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＜連絡事項＞

・特記事項なし。
＜患者様情報＞
・男性の転入にともない部屋移動しています。
【301】久保　興介様、立花　圭様(東Bより)
【303】金　留示子様、竹洞　総子様、松谷　さと子様(308号室より)
【305】尾嵜　マリ子様、上村　みわ様、坂本　福子様(3名とも307号室より)
【307】滝田　英人様、長谷川　陽一様、小笠原　文人様(3名とも305号室より)
　　　 藤村　武夫様(301号室より)
【308】成田　早希、坂本　のり子様、堀切川　秀子様、四戸　水晶様(303号室より)
＜要注目患者様＞
・竹洞　総子様～表情冴えなさはなく声かけに笑顔見られています。不安感訴えや悲観的な発言はありません。各プログラムも休むことなく参加されています。

・久保　興介様～気分変動あり、積極的に話し掛けたり、話し掛けられても応答せず無視をし逃げ回る行為見られています。又他者の耳元で小声で話し掛けることもあり、他者から苦情聞かれています。終始見守り・介入要しています。

・澤田　裕也様～日課は問題なく行っており、環境に関する訴えはなく、適度に他者交流も見られています。スタッフ対応も穏やかです。
・四戸　水晶様～昨日外泊に行かれ本日12：20帰院していますが、13：30頭痛訴え突然泣き出し持っていたコップを投げつけたり詰所のカウンターを叩いたりしています。又衝動的にオートドアから出て行き廊下の壁を叩き大声で泣いています。外泊中も頭痛を訴え泣きだしあちこち叩いていたと父親から情報提供ありました。その際同室者から色々言われる為部屋に戻りたくないと本人が訴えていると話されています。帰院後頭痛訴えて泣き出した際も同様の訴えが聞かれていました。本人の想いを傾聴し頓服服用していただいています。又、居室移動し対応しています。
・立花　圭様～16：00療養環境変更目的にて東病棟から転入となっています。転入後はオリエンテーションを行っており、分からないことをスタッフに確認しています。「北ははじめて。」「アニメ見る。ワンピース見てる。」と自身のことを話しています。ホールと自室を行き来していましたが、適度に他者交流見られています。いらいら感訴えはありません。
＜田名部Dr診察＞
・高田　マキ様～本人希望にて朝、夕のロラゼパム除剤になっています。又継続指示薬のロラゼパムは1日6回2時間あけて服用可能と指示受けています。
・金　留示子様～他者との関係性について「よく分からない。あたしが悪かったのかな…。」「対応が難しい子ではあるよね…。」と話しています。又アパートの名義変
　　　更に不動産をはさむ為仲介料が約6万ほどかかり、元夫の入院費が15万請求がきており、お金絡みで前にすすめていない状況でいらいらしたり気分が落ち込むことがあると話しています。臨時薬は変更ありません。
・畑中　成夫様～腰痛や神経痛訴え聞かれています。ロキソプロフェンNa(60)が1×夕で7日分処方となっています。
＜転入患者様＞
氏名：立花　圭様（22）男性　301号室
病名：広汎性発達障害
主治医：田名部Dr　担当スタッフ：苅田Ns、横町CW
・臨時薬：7/22(木)vdsまで

・作業、リハプロ、SST導入済
・売店利用は週500円まで(必要最低限のみ)基本的には差し入れ
・食事：常食(大盛り)、魚禁(練り物、魚系ふりかけも禁)※魚アレルギー有
※洗濯は自己洗濯。小遣いやノート、ペンは7/20(火)に持ってくるとのこと。
【経過】

幼少期より自閉的な性格であった。八戸市立町畑小学校普通学級へ進学するも勉強についていけず、小学1年秋頃より八戸市立旭ヶ丘小学校へ転校し特別支援学級へ入級。集団不適応があり、小学5年時より色情的汚言症や落ち着きのなさが認められ、H21.7.27ささクリニックを初診。入院治療が必要と判断され、H21.9.8芙蓉会病院へ入院。
H21.11.30退院後は障害児入所施設「うみねこ学園」へ入所し、八戸市立市民病院精神科への通院を継続。小学6年時に八戸第二養護学校小学部へ転校。卒業後は中学部を経て高等部へ進学。H27年（高校2年）4月頃より飛び降りや車道へ飛び出す等の自殺を図ることがあり、施設職員の介入を要していた（肩に怪我をしており、1人で部屋にいたとき背負い投げをされた、と本人。母は虐待を疑っていたが、児童相談所へ相談し解決した）。また、腕にペンシルで刺したような自傷行為が認められ、同院より入院希望があり、H27.5.20芙蓉会病院へ2回目の入院。以後も同院への入退院を繰り返し計6回の入院歴がある。
6回目の入院の際同室者への粗暴行為があり、隔離処遇が開始されH29.8.22解除。以後も観察室への入退室が計3回あった。母より八戸市内の精神科病院への転院希望がありH29.12.20退院し、同日当院1回目の入院（医療保護）。
R3年1月26日　14：00青山荘入所の為、当院退院となる。

　入所後は施設スタッフの指導にも拒否的になる事があり、急遽主治医参加し会議を行い対応について検討していた。同年2月8日施設内で隣の部屋の利用者に対して興奮して怒声を上げている。また全員のミーティングの際にも、粗暴な言動がみられていたという。他の利用者に対しての影響が大きく、施設での入所はこれ以上困難という職員からの報告あり、R3年2月9日受診し11：22東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。

　※R3年7月16日医療保護入院から任意入院へ入院形態を変更している。
